
「肺がんになる危険性があります」と警告表示をしているタバコが、どうして販売されているのでしょう

か。それは、国家の財政と大きく関係しているからです。 

 

日本が江戸幕府から明治政府に変わり近代国家になったのはたった１５０年前のことですが、それ

に伴い国家の財源確保が大きな課題でした。下記にあるように、その対策としてタバコに税金を課す

制度が始まったのです。「煙草専売法」という法律を制定し、国がタバコの製造販売を独占して行い国

家の財源を確保したのでした。 

この頃、タバコが人体に重大な健康被害を及ぼす事や依存症になる事を、ほとんどの人は知りませ

んでした。下の「今日も元気だ たばこがうまい」というポスターのとおり、政府も国家の財源確保のた

めにタバコを売る事を優先し、人々の健康が犠牲になっている事に気づいていなかったことでしょう。 

それから１世紀後の現代、ようやくタバ

コの健康被害の大きさがはっきりわかって

きたのですが、日本にはニコチン依存症

の喫煙者が大勢いるうえ、タバコの税収が

国や自治体の会計予算に組み込まれて

いる現状では、簡単にはタバコの販売を

やめられないのでしょうね。 

でも「なんとかしなくては」と思いません

か。 
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